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一　

は
じ
め
に

　

金
融
庁
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
協
議
・
協
力
及
び

情
報
交
換
に
関
す
る
多
国
間
覚
書
（M

ultilateral 

M
em

orandum
 of U

nderstanding concerning C
onsul-

tation and C
ooperation and the E

xchange of Infor-

m
ation

：
以
下
「
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
」
と
い
う
）
の
署
名
当
局

と
な
っ
た
（
注
一
）。
こ
れ
に
よ
り
、
証
券
取
引
等
監
視

委
員
会
（
以
下
「
証
券
監
視
委
」
と
い
う
）
は
、
金
融

庁
を
通
じ
て
、
他
国
の
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
当
局
か
ら
、
調

査
に
必
要
な
情
報
を
効
率
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
（
注
二
）。

　

ま
た
、
証
券
監
視
委
は
、
二
〇
一
一
年
、
不
公
正
取

引
に
係
る
課
徴
金
（
二
〇
〇
五
年
導
入
（
注
三
））
調
査

の
う
ち
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
も
の
（
以
下
「
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
」
と
い
う
）
を
主
に
取
り

扱
う
専
門
部
署
と
し
て
、
国
際
取
引
等
調
査
室
（
以
下

「
国
調
室
」
と
い
う
）
を
新
設
し
た
（
注
四
）。
国
調
室

は
、
海
外
か
ら
の
不
公
正
取
引
に
よ
る
わ
が
国
の
証
券

市
場
へ
の
侵
害
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
べ
く
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
積
極
的
に
活
用
し
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
挑
み
続
け
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
近
年
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を

踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
現
在
ま
で
の
一
〇
年
間

に
お
け
る
証
券
監
視
委
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴

金
調
査
の
状
況
を
俯
瞰
・
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
も
の

で
あ
る
（
注
五
）。

　

な
お
、本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、意
見
に
わ
た
る
部

分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
っ
て
、
証
券
監
視
委
を

は
じ
め
と
し
た
筆
者
の
現
在
お
よ
び
過
去
の
所
属
組
織

の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
付
言
す
る
。

二　

国
家
管
轄
権

　

証
券
監
視
委
が
行
っ
て
い
る
不
公
正
取
引
の
課
徴
金

調
査
は
、
風
説
の
流
布
・
偽
計
（
金
融
商
品
取
引
法
（
以

下
「
金
商
法
」
と
い
う
）
一
五
八
条
）、
相
場
操
縦
（
同
法

一
五
九
条
）、
内
部
者
取
引
（
同
法
一
六
六
条
〜
一
六
七
条

の
二
）
な
ど
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
の
う
ち
、
国
境
を

越
え
た
不
公
正
取
引
（
以
下
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
不
公

正
取
引
」
と
い
う
）
の
認
知
件
数
は
、
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
（
注
六
）。

　

証
券
監
視
委
が
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
不
公
正
取
引
を
調

査
・
摘
発
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
論
理
的
な
前
提

と
し
て
、
①
前
記
の
よ
う
な
金
商
法
上
の
規
定
が
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
不
公
正
取
引
に
適
用
さ
れ
る
か
、
さ
ら
に

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
よ
る 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査

─
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
後
一
〇
年
を
振
り
返
っ
て

─

海
野
昌
司 

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
取
引
調
査
課

国
際
取
引
等
調
査
室
総
括
課
長
補
佐

関
口
尊
成 
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
取
引
調
査
課

国
際
取
引
等
調
査
室
室
長
補
佐
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
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②
証
券
監
視
委
が
海
外
で
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
の
問
題
が
生
ず

る
。

　

前
者
は
、
立
法
管
轄
権
に
関
す
る
論
点
、
後
者
は
、

執
行
管
轄
権
に
関
す
る
論
点
で
あ
る
（
注
七
）。

　

ま
ず
、
立
法
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
属
地
主
義
、
効

果
主
義
な
ど
の
概
念
に
基
づ
い
た
整
理
が
試
み
ら
れ
て

い
る
（
注
八
）。
た
だ
、
現
実
に
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

不
公
正
取
引
の
多
く
が
、
⒜
未
公
表
の
内
部
者
情
報
を

保
有
す
る
海
外
所
在
者
（
非
自
然
人
を
含
む
。
以
下
同

じ
）
が
、
日
本
の
内
国
上
場
会
社
等
の
発
行
す
る
株
式

等
（
以
下
「
内
国
上
場
株
式
等
」
と
い
う
）
を
日
本
の

金
融
商
品
取
引
所
で
売
買
す
る
よ
う
な
事
件
、
⒝
海
外

所
在
者
が
内
国
上
場
株
式
等
に
関
し
、
日
本
の
金
融
商

品
取
引
所
で
、
相
場
操
縦
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
件

に
係
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
引
に
対
し
て
不
公

正
取
引
に
係
る
金
商
法
上
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
実
務
上
の
争
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
執
行
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
刑
事
事
件
の
捜

査
や
独
占
禁
止
法
事
件
の
調
査
で
も
同
様
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
が
（
注
九
）、
証
券
監
視
委
に
よ
る
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

国
内
に
限
定
さ
れ
、
外
国
に
お
い
て
調
査
を
行
う
場
合

に
は
、
当
該
外
国
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
て

い
る
（
注
一
〇
）。

　

証
券
監
視
委
は
、
以
上
の
整
理
を
踏
ま
え
、
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

三　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ

１　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
と
は
何
か

⑴　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
概
要

　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
は
、
世
界
各
国
の
証
券
監
督
当
局
の
間
の

情
報
交
換
協
力
に
係
る
覚
書
で
あ
り
（
注
一
一
）、
証
券

監
督
者
国
際
機
構
（International O

rganization of 

Securities C
om

m
issions

：
以
下
「
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
」
と

い
う
）
の
普
通
会
員
一
二
八
当
局
お
よ
び
準
会
員
二
七

当
局
（
注
一
二
）
の
う
ち
一
一
八
の
当
局
が
正
式
署
名

当
局
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
八
月
末
時
点
）（
注

一
三
）。
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
は
、
全
一
六
項
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
主
に
、
①
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に
法
的
拘
束
力
が
な
い
こ
と

（
同
六
項
⒜
）、
②
一
定
の
場
合
（
注
一
四
）
に
要
請
当
局

か
ら
の
協
力
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

（
同
六
項
⒠
）、
③
協
力
の
範
囲
（
同
七
項
）、
④
被
提
供

情
報
の
利
用
目
的
・
秘
密
保
持
義
務（
同
一
〇
項
・
一
一

項
）、
⑤
海
外
当
局
の
取
締
り
に
有
用
な
情
報
を
自
発

的
に
提
供
す
る
努
力
義
務（
同
一
三
項
）
な
ど
を
規
定
し

て
い
る
。
な
お
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に
基
づ
く
協
力
に
当
た
っ

て
は
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
類
型
の
行
為
が
被

要
請
当
局
の
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い

な
い
（
同
七
項
⒞
）（
注
一
五
）。

　

各
国
は
、
こ
う
し
た
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
実
施
す
る
た
め
、

国
際
協
力
手
続
や
要
件
な
ど
に
関
す
る
国
内
法
上
の
定

め
を
置
い
て
お
り
（
注
一
六
）、
わ
が
国
は
、
金
商
法
一

八
九
条
（
注
一
七
）
に
基
づ
き
海
外
当
局
へ
の
協
力
を

行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
（
注
一
八
）。

⑵　

具
体
的
な
協
力
範
囲

　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
七
項
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
（
前
記
⑴
③
）

に
は
、
①
被
要
請
当
局
が
保
有
し
て
い
る
情
報
お
よ
び

文
書
で
、
要
請
に
係
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
（
同
項

⒝
ⅰ
）、
②
要
請
に
係
る
情
報
お
よ
び
文
書
を
取
得
す

る
こ
と
（
同
項
⒝
ⅱ
）、
な
ら
び
に
③
対
象
者
の
供
述
を

取
得
し
、
ま
た
は
強
制
す
る
こ
と
（
法
的
に
許
容
さ
れ

る
場
合
に
は
宣
誓
供
述
さ
せ
る
こ
と
）（
同
項
⒝
ⅲ
）
が

含
ま
れ
る
。

　

②
の
情
報
お
よ
び
文
書
の
例
と
し
て
は
、
⒜
取
引
再

現
に
必
要
な
デ
ー
タ
、
⒝
取
引
の
受
益
者
・
管
理
者
、

口
座
保
有
者
、
取
引
金
額
・
時
間
、
取
引
取
扱
者
に
係

る
デ
ー
タ
、
⒞
法
人
等
を
所
有
・
管
理
す
る
者
の
情
報

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
一
九
）。

２　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
利
用
し
た
調
査

⑴　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
前
の
調
査

　

証
券
監
視
委
は
、
金
融
庁
が
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
枠
組
み
に

参
加
す
る
前
に
お
い
て
も
、
金
融
庁
と
海
外
当
局
と
の

間
の
二
国
間
Ｍ
ｏ
Ｕ
（M

em
orandum

 of U
nderstand-

ing

）
を
利
用
し
た
り
（
注
二
〇
）、
二
国
間
Ｍ
ｏ
Ｕ
が
締

結
さ
れ
て
い
な
い
国
と
の
間
で
も
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な

協
力
を
行
う
な
ど
し
て
、
適
切
な
連
携
を
図
る
よ
う
努

め
て
き
た
。
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こ
の
う
ち
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
協
力
を
行
っ
た
例
と

し
て
は
、
英
国
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（Financial Ser-

vices A
uthority

：
現
在
の
英
国
金
融
行
為
規
制
機
構

（Financial C
onduct A

uthority

）。
以
下
「
英
国
Ｆ
Ｓ

Ａ
」
と
い
う
）
が
、
Ｍ
Ｇ
社
株
式
の
取
引
に
関
し
、
英

国
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
甲
お
よ
び
甲
の
元
役
員
乙
に
対

し
、
英
国
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
（Financial Services 

and M
arkets A

ct 2000

）
一
一
八
条
に
抵
触
す
る
市
場

阻
害
行
為
（m

arket abuse

）
な
ど
を
理
由
に
、
そ
れ
ぞ

れ
七
五
万
ポ
ン
ド
（
当
時
約
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
相

当
額
）
に
及
ぶ
制
裁
金
（financial penalty
）
を
課
し

た
事
案
が
挙
げ
ら
れ
る
（
注
二
一
）。

　

英
国
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
公
表
文
書
に
よ
る
と
、
本
件
に
お
い

て
、
元
役
員
乙
は
、
プ
レ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
注
二
二
）
手

続
を
通
じ
、
Ｍ
Ｇ
社
の
三
、
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
優
先

株
式
の
発
行
の
事
実
を
知
っ
た
と
こ
ろ
、
当
該
重
要
事

実
の
公
表
前
に
、
東
京
証
券
取
引
所
に
お
い
て
、
甲
の

関
連
フ
ァ
ン
ド
の
名
義
で
、
Ｍ
Ｇ
社
株
式
を
空
売
り
し

た
と
さ
れ
る
（
注
二
三
）。
当
該
行
為
は
、
日
本
市
場
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（
注
二
四
）、
空
売
り
が
な
さ

れ
た
二
〇
〇
三
年
当
時
は
課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る

前
で
あ
っ
た
こ
と
や
刑
事
告
発
と
し
て
の
立
件
可
能
性

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
、
英
国
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
も

協
議
し
、
英
国
で
の
処
分
を
目
指
す
同
当
局
に
協
力
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
（
注
二
五
）、
証
券

監
視
委
は
、
同
当
局
に
長
期
派
遣
中
の
証
券
監
視
委
の

職
員
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
同
当
局
を

支
援
し
た
（
注
二
六
）。

⑵　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
後
の
調
査

　

金
融
庁
の
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
後
、
証
券
監
視
委
は
、
世

界
中
の
海
外
当
局
（
前
記
１
⑴
で
述
べ
た
と
お
り
、
二
〇

一
八
年
八
月
末
時
点
で
の
正
式
署
名
当
局
は
一
一
八
に
上

る
）
と
の
当
該
枠
組
み
に
基
づ
く
効
率
的
な
連
携
が
可

能
に
な
り
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
係
る
能

力
は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

　

証
券
監
視
委
で
、
金
融
庁
の
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
後
の
過

去
一
〇
年
の
間
に
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
海
外
当
局
に

対
し
て
協
力
を
依
頼
し
、
勧
告
に
至
っ
た
も
の
は
、
二

二
件
に
及
ぶ
（
う
ち
内
部
者
取
引
が
一
一
件
、
相
場
操

縦
が
一
〇
件
、
偽
計
が
一
件
）。

　

中
で
も
、
①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
所
在
の
個
人
が
、
長
期

国
債
先
物
に
つ
き
、
東
京
証
券
取
引
所
に
お
い
て
、
見

せ
玉
（
注
二
七
）
を
用
い
た
相
場
操
縦
を
行
っ
た
事
案

（
二
〇
一
四
年
九
月
五
日
勧
告
）（
注
二
八
）
は
、
海
外

所
在
の
個
人
に
よ
る
相
場
操
縦
に
対
し
て
課
徴
金
納
付

命
令
勧
告
を
行
っ
た
「
初
の
」
事
案
、
②
台
湾
所
在
の

個
人
が
、
Ｇ
社
の
重
要
事
実
（
業
務
上
の
提
携
）
を
契

約
締
結
交
渉
に
関
し
知
り
な
が
ら
、
同
株
式
を
買
い
付

け
た
事
案（
二
〇
一
五
年
六
月
一
九
日
勧
告
）（
注
二
九
）

は
、
海
外
所
在
の
個
人
に
よ
る
内
部
者
取
引
に
対
し
て

課
徴
金
納
付
命
令
勧
告
を
行
っ
た
「
初
の
」
事
案
、
③

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
所
在
の
法
人
が
、
Ｍ
社
の
株
式
に
つ

き
、
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ
ー
ズ
市
場
に
お
い
て
、
見

せ
玉
等
を
用
い
た
相
場
操
縦
を
行
っ
た
事
案
（
二
〇
一

六
年
三
月
四
日
勧
告
）（
注
三
〇
）
は
、
金
商
法
一
七
四

条
の
二
第
一
項
二
号
ニ
⑴
（
注
三
一
）
を
適
用
し
た
「
初

の
」
事
案
、
④
イ
ス
ラ
エ
ル
所
在
の
個
人
が
、
Ｓ
社
の

重
要
事
実
（
業
績
予
想
の
修
正
）
を
契
約
の
履
行
に
関

し
知
り
な
が
ら
、
同
社
株
式
を
売
り
付
け
た
事
案
（
二

〇
一
七
年
六
月
三
〇
日
勧
告
）（
注
三
二
）
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
所
在
の
海
外
所
在
者
に
対
す
る
課
徴
金
納
付
命
令

勧
告
を
行
っ
た
「
初
の
」
事
案
、
⑤
中
国
所
在
の
個
人

が
、
Ｋ
社
の
株
式
に
つ
き
、
東
京
証
券
取
引
所
に
お
い

て
、
見
せ
玉
等
を
用
い
た
相
場
操
縦
を
行
っ
た
事
案

（
二
〇
一
八
年
六
月
二
六
日
勧
告
）（
注
三
三
）
は
、
中

国
所
在
の
海
外
居
住
者
に
対
し
て
課
徴
金
納
付
命
令
勧

告
を
行
っ
た
「
初
の
」
事
案
で
あ
り
、
証
券
監
視
委
が

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
活
用
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
積
極
的

な
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

⑶　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
利
用
し
た
調
査
手
法

　

こ
う
し
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
不
公
正
取
引
事
案
に
お

い
て
は
、
海
外
所
在
者
の
注
文
が
、（
①
注
文
者
↓
②
Ａ

国
の
証
券
会
社
↓
③
Ｂ
国
の
証
券
会
社
↓
④
日
本
の
証

券
会
社
↓
⑤
日
本
の
金
融
商
品
取
引
所
と
い
う
よ
う

に
）
海
外
の
証
券
会
社
を
経
由
し
て
、
日
本
の
証
券
会

社
に
至
り
、
金
融
商
品
取
引
所
で
当
該
注
文
が
執
行
さ

れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
の
証
券
会
社
か
ら
委
託
者
情
報
を

入
手
し
て
も
（
金
商
法
一
七
七
条
）、
注
文
を
経
由
し
た

証
券
会
社
の
名
称
を
把
握
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
元
々
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の
注
文
を
発
注
し
た
最
終
委
託
者
や
そ
の
証
券
口
座
に

係
る
情
報
ま
で
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
通
じ
、
海
外
当
局
に
対

し
、
最
終
委
託
者
情
報
や
取
引
口
座
情
報
に
係
る
情
報

提
供
の
要
請
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

（
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
七
項
⒝
ⅱ
）（
注
三
四
）。

　

ま
た
、
嫌
疑
者
等
か
ら
聴
取
を
行
う
必
要
が
あ
る
場

合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
、

海
外
当
局
に
対
し
、
必
要
な
情
報
提
供
や
嫌
疑
者
等
の

質
問
調
査
の
要
請
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
（
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
七
項
⒝
ⅲ
等
）（
注
三
五
）。

　

こ
う
し
た
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
基
本
的

に
奏
功
し
て
い
る
が
、
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
の
で
、

簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
わ
が
国
と
各
国
の
不
公
正
取
引
規
制
の
内

容
・
適
用
状
況
は
、
同
一
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
わ

が
国
は
、
⒜
内
部
者
取
引
規
制
に
つ
い
て
、
重
要
事
実

を
限
定
列
挙
し
て
お
り
（
金
商
法
一
六
六
条
二
項
）、
⒝

現
実
売
買
に
よ
る
相
場
操
縦
等
に
つ
い
て
、「
誘
引
目

的
」
を
要
件
と
し
て
い
る
が
（
同
法
一
五
九
条
二
項
一

号
）、
こ
う
し
た
規
制
の
内
容
や
そ
の
適
用
状
況
は
、
他

国
と
同
じ
で
は
な
い（
注
三
六
）（
注
三
七
）。
こ
の
た
め
、

他
の
海
外
当
局
に
質
問
調
査
な
ど
の
調
査
を
依
頼
す
る

場
合
、
こ
の
よ
う
な
法
制
等
の
相
違
を
前
提
と
し
て
、

海
外
当
局
の
担
当
者
に
対
し
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
、

対
面
な
ど
を
通
じ
、
事
案
の
内
容
、
金
商
法
の
規
制
内

容
、
証
拠
状
況
、
聴
取
を
要
請
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
し
、
適
切
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　

次
に
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に
は
、
相
互
主
義
（reciprocity

）

に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
が
、
各
国
の
個
別
法
で
、
当

該
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
（
注
三

八
）。
わ
が
国
で
い
え
ば
、
金
商
法
一
八
九
条
二
項
一
号

が
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
互
主
義
の
下
で
は
、
海

外
当
局
が
わ
が
国
当
局
に
対
し
要
請
に
応
じ
て
協
力
を

行
う
と
き
に
は
、
将
来
、
当
該
海
外
当
局
か
ら
も
わ
が

国
当
局
に
対
し
て
同
種
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
注
三
九
）。
こ
の
た
め
、
証
券

監
視
委
と
し
て
は
、
海
外
当
局
に
対
し
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に

基
づ
く
要
請
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
際
に
は
、
わ
が

国
当
局
が
同
様
の
要
請
を
さ
れ
た
と
き
に
対
応
す
る
か

に
つ
い
て
も
念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
前
記
の
と
お
り
、
各
国
の
証
券
規
制
法
令
の
内
容

（
違
反
行
為
の
要
件
や
調
査
手
続
な
ど
）
は
必
ず
し
も

同
一
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
相
互
主
義
と
の
関
係
で

は
、
規
制
内
容
お
よ
び
行
政
処
分
権
限
が
同
一
で
あ
る

こ
と
は
必
ず
し
も
要
求
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
（
注
四

〇
）。⑷　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
枠
組
み
に
基
づ
く
海
外
当
局
へ
の
情

報
提
供

　

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
一
三
項
で
は
、
各
当
局
は
、
海
外
当
局
か

ら
の
要
請
が
な
く
と
も
、
当
該
海
外
当
局
で
の
取
締
り

に
有
用
と
思
わ
れ
る
情
報
提
供
を
自
発
的
に
行
う
よ
う

努
力
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
証
券
監
視
委
が
他
国

へ
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
一
方
で
、
証
券
監

視
委
が
他
国
か
ら
得
た
情
報
が
調
査
の
端
緒
に
な
り
、

最
終
的
に
課
徴
金
納
付
命
令
の
勧
告
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
。

３　

送
達
手
続

　

こ
の
よ
う
に
し
て
調
査
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
不

公
正
取
引
事
案
に
係
る
関
係
書
類
の
送
達
手
続
に
つ
い

て
は
、
徐
々
に
実
務
が
集
積
し
て
き
て
い
る
た
め
、
Ｍ

Ｍ
ｏ
Ｕ
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
当
該
手
続
の
概
要

に
つ
き
、
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
金
融
庁
は
、
①
証
券
監
視
委
か
ら
課
徴
金
納

付
命
令
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
審
判
手
続
開

始
決
定
を
行
う
と
き
は
、
同
納
付
命
令
対
象
者
に
対
し

て
、
審
判
手
続
開
始
決
定
書
の
謄
本
を
送
達
し
（
金
商

法
一
七
九
条
三
項
）、
ま
た
、
②
審
判
手
続
を
経
た
後
、

課
徴
金
納
付
命
令
決
定
を
行
う
と
き
は
、
当
該
決
定
書

の
謄
本
を
送
達
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
一
八

五
条
の
七
第
二
二
項
）（
注
四
一
）。

　

こ
の
よ
う
な
送
達
が
海
外
所
在
の
個
人
ま
た
は
法
人

に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
（
金
商

法
一
九
四
条
の
七
第
一
項
に
よ
り
権
限
を
委
任
さ
れ
た

金
融
庁
長
官
）
ま
た
は
審
判
長
が
、
⒜
そ
の
国
の
管
轄

官
庁
ま
た
は
⒝
そ
の
国
に
駐
在
す
る
日
本
の
大
使
、
公

使
も
し
く
は
領
事
に
嘱
託
し
て
す
る（
同
法
一
八
五
条
の

一
〇
で
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
一
〇
八
条
）。

　

⒜
を
管
轄
官
庁
送
達
、
⒝
を
領
事
送
達
と
い
う
が
、
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当
該
送
達
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
事
案
ご
と
に
当

該
外
国
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
個
別
の
応
諾
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
注
四
二
）。
外
国
に
お
け
る
送
達
は
外
交

ル
ー
ト
を
経
由
し
て
実
施
さ
れ
る
た
め
、
国
内
に
お
け

る
送
達
に
比
べ
て
期
間
を
要
す
る
が
、
海
外
所
在
の
納

付
命
令
対
象
者
に
国
内
代
理
人
が
選
任
さ
れ
る
場
合

は
、
当
該
代
理
人
に
対
し
送
達
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
外
国
送
達
が
嘱
託
不
能
、
一
定
期
間
内
に

功
を
奏
さ
な
い
な
ど
の
場
合
に
は
公
示
送
達
（
注
四
三
）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
金
商
法
一
八
五
条
の
一
一
第
一

項
三
号
・
四
号
）。

４　

Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ

⑴　

Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
と
は

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ（E

nhanced M
M

oU

：

「
強
化
さ
れ
た
」
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
の
枠
組
み
に
つ
き
、
二
〇

一
二
年
か
ら
議
論
を
開
始
し
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
内

容
を
最
終
化
し
た
上
、
同
年
四
月
か
ら
署
名
申
請
の
受

付
を
開
始
し
た
（
注
四
四
）。

　

Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
は
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
さ
ら
に
強
化
す
べ

く
、
署
名
当
局
間
の
協
力
内
容
と
し
て
、
①
監
査
情
報

の
取
得
・
提
供
（
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
三
条
⑵
⒝
ⅴ
）（
注
四
五
）、

②
証
言
取
得
の
た
め
の
出
頭
強
制
（
同
条
⑵
⒞
）、
③
資

産
凍
結
・
仮
差
押
え
（
た
だ
し
、
不
可
能
な
場
合
に
は

所
在
財
産
に
係
る
情
報
や
資
産
凍
結
・
仮
差
押
手
続
に

つ
い
て
の
支
援
の
提
供
）（
同
条
⑵
⒟
）、
④
電
話
通
信

記
録
の
取
得･

提
供
（
同
条
⑶
ⅰ
）、
⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
記
録
（
た
だ
し
、

通
信
の
内
容
は
含
ま
な
い
）
の
取
得
・
提
供
（
同
条
⑶

ⅱ
）、
⑥
被
要
請
当
局
の
被
規
制
業
者
が
保
持
し
て
い

る
通
信
記
録
の
取
得
お
よ
び
提
供（
同
条
⑶
ⅲ
）
な
ど
を

追
加
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
注
四
六
）。

⑵　

Ａ
．１
署
名
当
局
、
Ａ
．２
署
名
当
局

　

Ａ
．１
署
名
当
局
は
、
海
外
当
局
か
ら
の
要
請
に
応

え
て
、
前
記
⑴
①
〜
③
に
加
え
、
④
〜
⑥
の
権
限
を
行

使
で
き
る
当
局
を
指
す
。
Ａ
．２
署
名
当
局
は
、
④
〜
⑥

の
権
限
を
行
使
で
き
な
い
当
局
を
指
す（
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
三

条
⑶
柱
書
）。

　

わ
が
国
で
は
、
通
信
の
秘
密（
憲
法
二
一
条
二
項
後
段
、

電
気
通
信
事
業
法
四
条
等
）（
注
四
七
）
と
の
関
係
か
ら
、

特
に
、
前
記
④
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
海
外
当
局
の
要
請

す
べ
て
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
（
注
四
八
）、
現
時
点
で
結
論
が
確
定
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
が
、
仮
に
金
融
庁
が
諸
事
情
を
考
慮

の
上
で
署
名
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
Ａ
．２
署

名
当
局
と
し
て
、
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
が
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に
署
名
す
る
か
、
署

名
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
明
確
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
へ
の

署
名
に
よ
っ
て
、
⒜
出
頭
強
制
に
よ
る
供
述
取
得
の
可

能
性
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
た
り
（
前
記
⑴
②
）、
⒝
海

外
当
局
か
ら
資
産
凍
結
・
仮
差
押
え
に
係
る
情
報
ま
た

は
助
言
等
の
助
力
を
受
け
得
た
り
（
前
記
⑴
③
）、
⒞
被

要
請
当
局
に
対
し
て
状
況
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
七
営
業
日
以
内
に
状
況
報
告
お
よ
び
対
応
見
込
み

時
期
を
提
供
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
手
続

が
迅
速
化
さ
れ
得
た
り
（
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
五
条
⑷
）
す
る
な

ど
、
証
券
監
視
委
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
の

能
力
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
の
と
お
り
、
本
稿
で
は
、
金
融
庁
が
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ

署
名
当
局
と
な
っ
て
以
降
の
一
〇
年
間
を
振
り
返
り
、

証
券
監
視
委
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
つ
い

て
概
括
的
に
述
べ
て
き
た
。
紙
面
の
都
合
や
将
来
の
調

査
活
動
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
言
い
尽

く
せ
な
か
っ
た
成
果
や
課
題
も
あ
る
も
の
の
、
証
券
監

視
委
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
つ
い
て
、
調

査
関
係
者
の
認
識
を
広
く
共
有
す
る
こ
と
で
、
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
係
る
議
論
が
さ
ら
に
精
緻

化
・
発
展
す
る
一
助
に
な
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
、
望

外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
注
一
） 

金
融
庁
に
よ
る
署
名
経
緯
に
つ
い
て
は
、
水
川

明
大
「
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
・
マ
ル
チ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
多
国
間
情
報

交
換
枠
組
み
）
へ
の
署
名
に
つ
い
て
」
月
刊
資
本
市
場

二
七
四
号
（
二
〇
〇
八
）
五
五
頁
。

（
注
二
） 

証
券
監
視
委
「
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
活

動
状
況
」（
二
〇
一
〇
年
五
月
。https://w

w
w

.fsa.go.jp/
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sesc/reports/n_21/n_21d.pdf

）
三
頁
お
よ
び
一
三
五

頁
。

（
注
三
） 
課
徴
金
の
導
入
経
緯
に
つ
い
て
は
、
芝
原
邦
爾

＝
古
田
佑
紀
＝
佐
伯
仁
志
編
著
『
経
済
刑
法

─
実
務

と
理
論
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
七
）
四
七
三
頁
〔
岡
村

和
美
＝
瀬
戸
毅
〕。

（
注
四
） 

証
券
監
視
委
「
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
活

動
状
況
」（
二
〇
一
二
年
六
月
。https://w

w
w

.fsa.go.jp/

sesc/reports/n_23/n_23c.pdf
）
八
九
頁
。

（
注
五
） 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
不
公
正
取
引
（
後
記
二
で
定

義
す
る
）
調
査
の
出
口
と
し
て
は
、
刑
事
告
発
も
あ
り

得
る
が
、
紙
面
の
関
係
も
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

課
徴
金
調
査
の
み
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
注
六
） 

芝
原
＝
古
田
＝
佐
伯
・
前
掲
（
注
三
）
四
六
八

頁
〔
岡
村
＝
瀬
戸
〕。

（
注
七
） 

国
家
管
轄
権
と
し
て
は
、
裁
判
管
轄
権
も
問
題

に
な
る
も
の
の
、
証
券
監
視
委
の
調
査
と
の
関
係
で
は

直
接
に
問
題
と
な
ら
な
い
た
め
、
本
稿
に
お
け
る
検
討

の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
注
八
） 

金
融
法
委
員
会
「
金
融
関
連
法
令
の
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
適
用
に
関
す
る
中
間
論
点
整
理

│
証
券
取

引
法
を
中
心
に
」（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
三
日
。http://

w
w

w
.flb.gr.jp/jdoc/publication11-j.pdf

）、
松
尾
直
彦

「
金
融
商
品
取
引
法
の
国
際
的
適
用
範
囲
」
東
京
大
学

法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
六
巻
（
二
〇
一
一
）
二
七

六
頁
。

（
注
九
） 

藤
永
幸
治=

河
上
和
雄=

中
山
善
房
編
『
大
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法
第
八
巻
』（
青
林
書
院
、
一

九
九
九
）
三
七
〇
頁
〜
三
七
二
頁
〔
田
辺
泰
弘
〕、
小
寺

彰
「
独
禁
法
の
域
外
適
用
・
域
外
執
行
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向

│
国
際
法
の
観
点
か
ら
の
分
析
と
評
価
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
四
号
（
二
〇
〇
三
）
六
六
頁
、
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所
監
修
著
『
域

外
適
用
法
令
の
す
べ
て
』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
三
）
三

六
九
頁
〜
三
七
一
頁
〔
甲
斐
淑
浩
〕。

（
注
一
〇
） 

長
谷
川
紘
之
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
不
公
正

取
引
に
対
す
る
当
局
間
の
国
際
協
調
」
法
律
時
報
八
六

巻
二
号
（
二
〇
一
四
）
一
六
頁
、
松
尾
・
前
掲
（
注
八
）

二
八
五
頁
、
木
目
田
裕
＝
平
尾
覚
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
等
の
不
公
正
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
踏
ま
え
た
Ｓ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
調
査
手
法
」
金
融
法
務
事
情
一
九
九
八
号

（
二
〇
一
四
）
二
三
頁
〜
二
四
頁
。
な
お
、
刑
事
事
件
の

捜
査
に
関
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
系
の
国
で
は
、
自
国
内

で
外
国
捜
査
官
の
一
定
の
捜
査
活
動
を
許
容
す
る
例
が

多
い
と
さ
れ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

（
藤
永
＝
河
上
＝
中
山
・
前
掲（
注
九
）
三
六
八
頁
〜
三

六
九
頁
〔
田
辺
〕）、
筆
者
の
経
験
上
、
米
国
な
ど
は
、

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
課
徴
金
調
査
に
お
い
て
も
、
海
外
当

局
に
よ
る
域
内
で
の
調
査
に
対
し
て
比
較
的
寛
容
で
あ

る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

（
注
一
一
） 

IO
SC

O
, M

ultilateral M
em

orandum
 of U

n-

derstanding concerning C
onsultation and C

oopera-

tion and the E
xchange of Inform

ation (http://w
w

w
.io

sco.org/library/pubdocs/pdf/IO
SC

O
PD

386.pdf).

（
注
一
二
） 

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
加
盟
当

局
・
機
関
の
総
数
は
、
金
融
庁
な
ど
の
普
通
会
員(O

r-

dinary M
em

bers)

一
二
八
当
局
に
加
え
、
証
券
監
視
委

な
ど
の
準
会
員(A

ssociate M
em

bers)
二
七
当
局
、
自

主
規
制
機
関
等
の
協
力
会
員
（A

ffiliate M
em

bers

）
六

四
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
二
一
九
当

局
・
機
関
に
も
及
ぶ
規
模
に
達
し
て
い
る
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.iosco.org/about/?sub

section=
becom

ing_a_m
em

ber

）
参
照
）。

（
注
一
三
） 

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

iosco.org/about/?subS
ection=

m
m

ou&
subS

ection1=

signatories

）
参
照
。

（
注
一
四
） 

⒜
要
請
に
従
う
こ
と
が
被
要
請
当
局
の
国
内

法
に
違
反
す
る
場
合
（
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
六
項
⒠
ⅰ
）、
⒝
被

要
請
当
局
の
管
轄
内
で
、
同
一
の
事
実
お
よ
び
同
一
の

者
に
対
し
て
刑
事
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま

た
は
そ
の
者
が
同
一
の
責
め
に
つ
き
終
局
的
な
懲
罰
的

制
裁
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
場
合
（
た
だ
し
、
同
一
の

性
質
ま
た
は
重
複
す
る
も
の
で
は
な
い
と
証
明
さ
れ
た

と
き
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
）（
同
項
⒠
ⅱ
）、
⒞
要
請

が
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
条
項
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
い
場
合
（
同

項
⒠
ⅲ
）、
⒟
公
共
の
利
益
ま
た
は
不
可
欠
の
国
益
に

係
る
理
由
に
基
づ
く
場
合
（
同
項
⒠
ⅳ
）。

（
注
一
五
） 

刑
事
手
続
に
係
る
捜
査
共
助
で
は
、
共
助
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ

れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
日
本
国
の

法
令
に
よ
れ
ば
犯
罪
に
該
当
す
る
こ
と
と
い
う
双
罰
性

の
要
件
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
国
際
捜
査
共
助
等
に
関

す
る
法
律
二
条
二
号
）。

（
注
一
六
） 

た
と
え
ば
、
米
国
は
証
券
取
引
所
法
（Secu-

rities E
xchange A

ct of 1934

）
二
一
条
⒜
項
⑵
で
、
英

国
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
（Financial Services and 

M
arkets A

ct 2000

）
一
六
九
条
⑴
項
・
⑷
項
で
、
香
港

は
証
券
先
物
法
令
（Securities and Futures O

rdi-

nance

）
一
八
六
条
で
、
韓
国
は
証
券
取
引
所
法
（Secu-

rities and E
xchange A

ct

）
二
〇
六
–
四
条
で
国
際
協
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力
手
続
に
係
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。

（
注
一
七
） 

所
管
事
務
に
係
る
規
定
と
し
て
、
金
融
庁
設

置
法
四
条
一
項
二
四
号
が
あ
る
。

（
注
一
八
） 
上
野
善
晴
「
外
国
証
券
規
制
当
局
の
要
請
に

基
づ
く
調
査
〔上〕 

〔下〕

│
改
正
証
券
取
引
法
一
八
四
の
二

の
解
説
」
本
誌
一
二
一
九
号
（
一
九
九
〇
）
一
七
頁
、

一
二
二
四
号
（
同
）
八
七
頁
。

（
注
一
九
） 

Ｅ
Ｕ
で
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
、
一

般
デ
ー
タ
保
護
規
則（G

eneral D
ata Protection R

egu-

lation

）
が
施
行
さ
れ
た（E

uropean C
om

m
ission

ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://ec.europa.eu/info/law

/law
-topic/

data-protection/data-protection-eu_en
）
参
照
）。
Ｅ

Ｕ
で
の
議
論
の
状
況
次
第
だ
が
、
同
規
則
四
九
・
一
条

⒟
項
に
公
益
目
的
で
の
適
用
除
外
規
定
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
に
基
づ
く
当
面
の
情
報
交

換
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
除
外
規
定
が
適
用
さ
れ
る

と
の
整
理
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
注
二
〇
） 

二
国
間
Ｍ
ｏ
Ｕ
は
、
中
国
（
一
九
九
七
年
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
二
〇
〇
一
年
）、
米
国
（
二
〇
〇
二

年
）、
豪
州
（
二
〇
〇
四
年
）、
香
港
（
二
〇
〇
五
年
）、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
二
〇
〇
六
年
）
の
各
当
局
と
の

間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
（
水
川
・
前
掲
（
注
一
）
五
六

頁
）。

（
注
二
一
） 

英
国
Ｆ
Ｓ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.

fsa.gov.uk/pubs/final/jabre.pdf

）
参
照
。

（
注
二
二
） 

「
プ
レ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
は
、
上
場
会
社
が

株
式
等
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
際
、
幹
事
証
券
会
社
ま

た
は
そ
の
関
連
会
社
が
、
発
行
体
に
よ
る
当
該
株
式
等

の
発
行
に
係
る
情
報
の
公
表
前
に
、
投
資
家
に
対
し
て

行
う
、
当
該
株
式
等
に
係
る
需
要
見
込
み
調
査
を
い
う

（
日
本
証
券
業
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.jsda.

or.jp/sonaeru/w
ords/0257.htm

l

）
参
照
）。

（
注
二
三
） 

「
空
売
り
」
と
は
、
株
券
を
持
た
ず
、
あ
る
い

は
、
持
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
使
用
せ
ず
に
、
他
か
ら
借

り
て
行
う
売
付
け
を
い
う
。

（
注
二
四
） 

元
役
員
乙
は
、
東
京
証
券
取
引
所
で
、
Ｍ
Ｇ

社
株
式
の
空
売
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
株
式
は
ロ
ン

ド
ン
証
券
取
引
所
で
も
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、

英
国
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
一
一
八
条
の
適
用
上
の
問

題
は
な
い
と
さ
れ
た
。

（
注
二
五
） 

現
状
に
お
い
て
、
法
令
の
競
合
が
生
じ
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
合
意

は
特
段
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
で

も
当
該
処
理
に
つ
い
て
は
定
め
て
い
な
い
（
長
谷
川
・

前
掲
（
注
一
〇
）
一
九
頁
）。

（
注
二
六
） 

海
野
昌
司
＝
長
谷
川
紘
之
「
香
港
の
資
産
運

用
会
社
等
に
よ
る
不
公
正
取
引
事
案
へ
の
対
応
」
金
融

財
政
事
情
二
九
五
九
号
（
二
〇
一
一
）
四
五
頁
。

（
注
二
七
） 

「
見
せ
玉
」
と
は
、
約
定
す
る
意
図
の
な
い
、

他
の
投
資
者
の
取
引
を
誘
引
す
る
意
図
で
な
さ
れ
る
注

文
を
い
う
。

（
注
二
八
） 

証
券
監
視
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

fsa.go.jp/sesc/new
s/c_2014/2014/20140905-1.htm

）

参
照
。

（
注
二
九
） 

証
券
監
視
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

fsa.go.jp/sesc/new
s/c_2015/2015/20150619-1.htm

）

参
照
。

（
注
三
〇
） 

証
券
監
視
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

fsa.go.jp/sesc/new
s/c_2016/2016/20160304-1.htm

）

参
照
。

（
注
三
一
） 

違
反
者
が
運
用
対
象
財
産
の
運
用
と
し
て
当

該
違
反
行
為
ま
た
は
有
価
証
券
の
売
付
け
等
も
し
く
は

有
価
証
券
の
買
付
け
等
を
自
己
以
外
の
計
算
に
お
い
て

行
っ
た
場
合
の
課
徴
金
額
の
計
算
規
定
。

（
注
三
二
） 

証
券
監
視
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

fsa.go.jp/sesc/new
s/c_2017/2017/20170630-2.htm

）

参
照
。

（
注
三
三
） 

証
券
監
視
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.

fsa.go.jp/sesc/new
s/c_2018/2018/20180626.htm

）

参
照
。

（
注
三
四
） 

証
券
監
視
委
が
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
、
海
外

当
局
に
対
し
、
提
供
を
要
請
す
る
情
報
は
、
こ
れ
ら
に

限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
案
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
に
な
り
得
る
。

（
注
三
五
） 

質
問
調
査
の
際
の
呼
出
方
法
や
調
書
の
作
成

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
内
法
等
と
の
関
係
で
、
各

国
当
局
ご
と
に
相
違
が
あ
る
。

（
注
三
六
） 

内
部
者
取
引
規
制
に
つ
き
、
わ
が
国
で
は
、

構
成
要
件
の
明
確
性
を
重
視
す
る
意
見
が
入
れ
ら
れ

て
、
他
国
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
重
要
事
実
の
限
定

列
挙
方
式
が
採
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
大
証
金

融
商
品
取
引
法
研
究
会
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
の
規
制
」
大
証
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会

一
一
号
（
二
〇
一
三
）
二
七
頁
〔
河
本
一
郎
発
言
〕）。

（
注
三
七
） 

相
場
操
縦
規
制
に
つ
き
、
金
融
商
品
取
引
法

研
究
会
「
相
場
操
縦
の
規
制
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所

金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
研
究
記
録
四
三
号
（
二
〇
一

三
）
六
頁
〜
一
九
頁
〔
藤
田
友
敬
報
告
〕。
相
場
操
縦
の

定
義
の
仕
方
と
し
て
、
ⅰeffect based approach

（
相

場
へ
の
影
響
に
着
目
し
た
定
義
）、
ⅱintent based ap-



─ 19 ─

2018. 9.15 商事法務No.2177

proach

（
行
為
者
の
目
的
に
着
目
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
）、

ⅲ
前
二
者
の
組
合
せ
と
い
う
形
の
分
類
が
あ
り
、
当
該

分
類
を
前
提
に
す
る
と
、
Ｅ
Ｕ
は
ⅰ
、
わ
が
国
や
米
国

は
ⅲ
に
該
当
す
る
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
（
同
一
一
頁
〜
一
二
頁
）。
な
お
、
米
国
は
、
相

場
操
縦
に
関
し
、“ for the purpose of inducing the 

purchase or sale of such security by others”

（
他
人
に

よ
る
売
買
を
誘
引
す
る
目
的
）
と
の
要
件
を
置
い
て
い

る
も
の
の
（
証
券
取
引
所
法
九
条
⒜
項
⑵
）、
実
際
に

は
、
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
⒝
項
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
〇

ｂ
–
五
）
で
立
件
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る

（
同
七
頁
〜
八
頁
、
加
賀
譲
治
『
証
券
相
場
操
縦
規
制

論
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
二
）
一
四
八
頁
〜
一
四
九
頁
）。

（
注
三
八
） 

た
と
え
ば
、
米
国
は
証
券
取
引
所
法
二
一
条

⒜
項
⑵
で
、
英
国
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
一
六
九
条

⑷
項
⒜
で
、
香
港
は
証
券
先
物
法
令
一
八
六
条
⑷
項
⒜

ⅱ
で
、
韓
国
は
証
券
取
引
所
法
二
〇
六
–
四
条
⑶
項
で

相
互
主
義
に
係
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。

（
注
三
九
） 

上
野
・
前
掲
（
注
一
八
）
〔下〕
九
八
頁
。

（
注
四
〇
） 

上
野
・
前
掲
（
注
一
八
）
〔下〕
九
八
頁
。

（
注
四
一
） 

課
徴
金
納
付
命
令
対
象
者
は
、
納
付
期
限

（
決
定
書
の
謄
本
を
発
し
た
日
か
ら
二
カ
月
を
経
過
し

た
日
）
内
に
、
課
徴
金
を
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
金
商
法
一
八
五
条
の
七
第
二

一
項
）。

（
注
四
二
） 

行
政
上
の
文
書
は
、
司
法
共
助
に
係
る
取
極

め
で
あ
る「
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る
条
約
」（
民
訴
条

約
）
や
「
民
事
又
は
商
事
に
関
す
る
裁
判
上
及
び
裁
判

外
の
文
書
の
外
国
に
お
け
る
送
達
及
び
告
知
に
関
す
る

条
約
」（
送
達
条
約
）（
竹
下
守
夫
＝
伊
藤
眞
編
『
注
釈

民
事
訴
訟
法
⑶

│
口
頭
弁
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九

三
）
五
八
〇
頁
〜
五
八
一
頁
〔
渡
辺
惺
之
〕）
の
対
象
で

は
基
本
的
に
な
く
、
こ
れ
ら
の
条
約
に
基
づ
く
送
達
手

続
を
利
用
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
注
四
三
） 

公
示
送
達
に
お
い
て
は
、
被
送
達
者
の
所
在

す
る
外
国
に
お
い
て
送
達
国
の
行
為
は
何
ら
見
出
せ
な

い
か
ら
、
当
該
手
続
に
当
た
り
、
当
該
外
国
の
同
意
は

必
要
な
い
（
小
寺
・
前
掲
（
注
九
）
七
一
頁
）。

（
注
四
四
） 

二
〇
一
八
年
八
月
末
日
現
在
、
米
国C

om
-

m
odity Futures T

rading C
om

m
ission

（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
を

含
む
六
カ
国
が
Ｅ
Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
署
名
当
局
と
な
っ
て
い
る

（
う
ち
二
カ
国
が
Ａ
．２
署
名
当
局
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.iosco.org/about/?subSectio

n=
em

m
ou&

subSection1=
signatories

）
参
照
）。

（
注
四
五
） 

Ｍ
Ｍ
ｏ
Ｕ
下
で
は
、
米
国
当
局
が
、
中
国
当

局
か
ら
、
中
国
所
在
の
会
社
の
監
査
情
報
の
提
出
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（Janet 

A
ustin, H

ow
 IO

SC
O

 C
an C

apitalize on the Success 

of its M
M

oU
 as it Strives to A

chieve G
lobal C

onver-

gence of Securities R
egulations, T

he C
L

S B
lue Sky 

B
log (M

arch 10, 2016), http://clsbluesky.law
.colum

bia.edu/author/janet-austin/

）。

（
注
四
六
） 

IO
S

C
O

, 2
0

1
6

 E
n

h
a

n
ced

 M
u

ltila
tera

l 

M
em

orandum
 of U

nderstanding concerning C
onsul-

tation and C
ooperation and the E

xchange of Infor-

m
ation (http://w

w
w

.iosco.org/about/pdf/Text-of-the-

E
M

M
oU

.pdf).

（
注
四
七
） 

通
信
の
秘
密
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
最

決
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
刑
集
五
三
巻
九
号
一
三

二
七
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
四
一
年
二
月
二
六
日
高
刑
集

一
九
巻
一
号
五
八
頁
、
神
戸
地
判
平
成
一
四
年
一
一
月

二
六
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
三
四
号
一
八
九
頁
な
ど
が

あ
る
。

（
注
四
八
） 

電
気
通
信
事
業
者
は
、
利
用
者
の
同
意
が
あ

る
場
合
、
裁
判
官
の
発
付
し
た
令
状
に
従
う
場
合
、
正

当
防
衛
ま
た
は
緊
急
避
難
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
の

違
法
性
阻
却
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
通
信
履

歴
を
他
人
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

（
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
四
日
版
）
三
二

条
二
項
）。

（
か
い
の
・
ま
さ
し

せ
き
ぐ
ち
・
た
か
な
り
）


